
2011 年 6 月 

長崎大学教授・山下俊一氏を 

放射線健康リスク管理アドバイザー等すべての福島県の役職から 

解任することを求める県民署名 

 

福島県知事 佐藤雄平 様 

 

 佐藤雄平知事、あなたが任命した福島県放射線健康リスク管理アドバイザー・山下俊一氏は、私た

ち福島県民の被ばくを増やし、子どもたちの健康リスクを増やし続けています。 

 山下氏が最初に行うべきだったことは、3 月 12 日、福島第一原発が水素爆発を起こし始めた時に、

福島県民に退避を呼びかけることでした。彼の優れた知見と地位を活かせば、それは可能なことでし

た。もし、そのような行動をとっていたなら、県民は彼を心から尊敬し、感謝していたことでしょう。 

 しかし、彼はまったく正反対なことを行いました。自身が語る「最も危険な 7 日間」が終わった 3

月 19 日に福島に来た彼は、県民に向かい「健康への影響を考える必要はない」「大丈夫」「絶対この

町にいて欲しい」と語りました。その後も放射線防護を呼びかけることは無く、福島に留まり通常の

生活をするよう働きかけ続けています。 

 山下氏の言葉を信じた県民が今どのような気持ちか、知事、思いを至らせてください。己が信じた

愚かさから、我が子を被ばくさせ、後悔と罪悪感に苦しむ親たちの気持ちを感じてください。そして、

将来を想像し、言い知れぬ恐怖に耐え続けている県民の気持ちを理解してください。 

 その山下氏を、新たに「県民健康管理調査」検討委員としたことは、到底受け入れられるものでは

ありません。被ばくさせられた私たちの健康影響を調査する者に、最もふさわしくない人選です。 

 私たち福島県民は、知事、あなたに要求します。山下俊一氏を任命した責任者であるあなたが行う

べきことは、放射線健康リスク管理アドバイザーを初めすべての県の役職から、彼を直ちに解任する

ことです。 

（呼びかけ団体）子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク 

E-mail：kodomofukushima@yahoo.co.jp 
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